
 

２０２２年４月１３日（水）第二水曜祈祷会 

ダニエル書３章１６～３０節 

「たとえそうでなくても」 

 

■ひれ伏して拝まない者（３章１～１５節） 

①ネブカドネツァル王は、巨大な金の像を造り、全ての高官を招集して礼拝することを命じた。 

②シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは、偶像の神々に仕えず、金の像を拝むことを拒んだ。 

③シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは、ネブカドネツァル王の前に連行され、最後通告を受ける。 

 

■たとえそうでなくても（３：１６～３０） 

１．シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴの信仰（１６～１８節） 

①「お答えする必要はありません」…自分たちが偶像を拝むことはあり得ないと明確に断った。 

②「もし、そうなれば」…自分たちが燃える炉の中に投げ入れられても、主は救い出してくださる。 

③「たとえそうでなくても」…「たとい救い出すことが主の御心でなかったとしても」という意味。 

 

２．ネブカドネツァル王の怒り（１９～２３節） 

①「怒りに満ち」…三人に対する顔つきも変わり、炉を普通より七倍も熱くするように命じた。 

②「力の強い者たちに」…誰かが救出に来たときにも三人が逃げられないようにするため。 

③「衣服を着たままで」…三人は衣服を着たまま縛られて、燃える炉の中に投げ入れられた。 

 

３．火の中にもともにおられる主（２４～２７節） 

①「王は驚いて」…王は自分に反抗した者たちが燃える炉の中で四人になっているのを見た。 

②「しかも彼らは」…彼らは縄を解かれ、炉の中を歩いていた。しかも何の害も受けていなかった。 

③「三人を見たが」…彼らは全くの無傷で、髪の毛も上着も以前と変わらず、完全に守られた。 

 

４．三人の証しが王の心を変えた（２８～３０節） 

①「ほむべきかな」…ネブカドネツァル王は、三人が奇跡的に救出されたのを見て、神を賛美した。 

②「私は命令する」…ネブカドネツァル王は、イスラエルの神を侮ってはならないとの布告を出した。 

③「栄えさせた」…ネブカドネツァル王は、三人をバビロン州でこれまで以上に栄えさせた。 

 

◎まとめ：「たとえそうでなくても」について 

  ①「たとえそうでなくても」とは、彼らのどういう信仰を表していますか。 

②試練のただ中で、私たち信仰者が体験することは何ですか。 

③私たちの信仰の証しを、主はどのように用いてくださいますか。 

 

「アバ、父よ、あなたは何でもおできになります。どうか、この杯を私から取り去ってください。 

しかし、わたしの望むことではなく、あなたがお望みになることが行われますように。」（マルコ１４：３６） 


